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素直な心 
 

 

今月は弊社のフィロソフ

ィの紹介と応援メッセージ

をお送りします。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 弊社のフィロソフィの続

きです。 

素直な心を持つ 

【素直な⼼とは、⾃分⾃

⾝のいたらなさを認め、そ

こから努⼒するという謙虚

な姿勢のことです。 

とかく能⼒のある⼈や気

性の激しい⼈、我の強い⼈

は、往々にして⼈の意⾒を

聞かず、たとえ聞いても反

発するものです。しかし本

当に伸びる⼈は、素直な⼼

を持って⼈の意⾒をよく聞

き、常に反省し、⾃分⾃⾝

を⾒つめることのできる⼈

です。そうした素直な⼼で

いると、その⼈の周囲には

やはり同じような⼼根を持

った⼈が集まってきて、物

事がうまく運んでいくもの

です。 

⾃分にとって⽿の痛い⾔

葉こそ、本当は⾃分を伸ば

してくれるものであると受

けとめる謙虚な姿勢が必要

です。素直な⼼とは、⾃分

⾃⾝のいたらなさを認め、

そこから努⼒するという謙

虚な姿勢のことです。】 

先述の「愛と誠と調和の

心をベースとする」「きれ

いな心で願望を描く」、そ

してこの「素直な心を持

つ」、さらには次に出てく

る「常に謙虚であらねばな

らない」、これらを並べて

みると、優しい語感の言葉

が並んでいることに気づき

ます。 

特にこの「素直な心を持

つ」という言葉は、おとな

しく「右向け右」と言われ

れば右を向くといった、従

順な意味合いについついと

られがちですが、決してそ

うではありません。素直に

なるということは、周りの

環境や状況を知り、自分の

思いや考え方の不十分な内

容や、人として間違えてい

ることを理解し、毎日反省

し改善しようと努力をする

ことです。例えばこの状態

で、他人から頂ける辛辣な

アドバイスは神の声になり、

自ら心を高める助けになり

ます。 

素直な心は進歩の親 

「素直な心を持つ」とい

うことは、私達の人生にと

ってたいへん大事なことだ

と思います。「素直な心」
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というものは進歩の親だと

思っています。素直な心が

なければ、人間は成長、進

歩していかないからです。 

この「素直な心」の大切

さを説いたのが、松下幸之

助でした。松下幸之助は、

小学校さえも満足に行って

いないのに、あのパナソニ

ックという大企業をつくり

上げました。その原動力と

なったのは素直な心なので

す。 

松下幸之助は戦前すでに

すばらしい成功を収めてい

ました。そこでもし傲岸不

遜になり、「自分は偉い」

と思いあがっていたとすれ

ば、おそらくそこで終わっ

ていたことでしょう。しか

し、年をいくつ重ねても、

「自分には学問がない。学

校も出ていない」と言って、

「耳学問であっても、他人

様に教えてもらって自分を

成長させていこう」という

姿勢を変えようとはしませ

んでした。そのため、人の

意見を聞いて物事を学び、

それを通じて生涯発展、進

歩を遂げていたわけです。 

「素直な⼼」とは、⾃分

のいたらなさを認め、そこ

から努⼒する謙虚な姿勢で

あり、それこそが成功の鍵

なのです。 

常に謙虚であること 

【世の中が豊かになるに

つれて、⾃⼰中⼼的な価値

観を持ち、⾃⼰主張の強い

⼈が増えてきたと⾔われて

います。しかし、この考え

⽅ではエゴとエゴの争いが

生じて、チームワークを必

要とする仕事などできるは

ずはありません。 

⾃分の能⼒やわずかな成

功を⿐にかけ、傲岸不遜に

なるようなことがあると、

周囲の⼈たちの協⼒が得ら

れないばかりか、⾃分⾃⾝

の成⻑の妨げにもなるので

す。 

常にみんながいるから⾃

分が存在できるという認識

のもとに、謙虚な姿勢を持

ち続けることが⼤切です。】 

常に謙虚であらねばなら

ないということは、素直で

あることと同様、謙虚であ

ることも学びの源となりま

す。 

中国の古典に「謙のみ福

を 受
う

く」という⾔葉があ

ります。傲慢な⼈間は幸運、

幸福は得られない、謙虚な

⼼の持ち主しかそれを得る

ことはできない、という意

味です。謙虚、つまり 謙
へりくだ

ると言うと何かみっともな

いような感じを抱かれる⼈

もあるかもしれませんが、

それは誤りです。⼈は、⾃

分に誇るものが何もないか

らこそ威張り、ふんぞり返

って⾃⼰顕⽰欲を満たそう

とするものなのです。たと

え控えめに、謙虚に振る舞

うことによって他⼈から⾺

⿅にされても、それは⾺⿅

にする⼈間が間違っている

のです。 

少しうまく行き成功する

とすぐに天狗になる人がい

ますが、それではそれ以上

の発展はあり得ません。せ

っかく神様が成功できるよ

うにしてくださったのに、

謙虚さを失い、傲慢になる

ものだから、たちまちに転

落してしまうような羽目に

陥るわけです。常に謙虚で

あらねばならないというこ
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とをぜひ肝に銘じてくださ

い。 

※2024 年 11 月号に続きます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 応援メッセージです。 

0 か ら 1 へ 。 0 か ら

0.0001 へと言う方が正確

かもしれない。無から有へ

と言う言い方もあります。 

0 はどこまで行っても、

いくつ足しても、いくつ掛

けても 0 なのです。どんな

大それたことでも、大きな

夢でも、思わなければ 0 で

す。 

しかし、ほんの少し思う

だけで、0 では無くなりま

す。例えそれが、実現性が

0.0001%であっても、0

ではありません。可能性が

出てきたのです。思うこと

の偉大さは、0 からの脱却

にあるのです。思いもせず、

批判している 0 よりも、下

手でもいいから、「思う」

という 0.0001 の方が、遥

かに価値があります。 

0.0001 の思いは、表面

的には昨日と何も変わりま

せん。しかし、お釈迦様の

言葉にあるように「この世

界は心に導かれ、心に引き

ずられ、心の支配を受けて

いる」からすると、可能性

を生み出し、無から脱却し

たという大変革をしている

のです。誰の目にも何の変

化も無いし、本人でさえ、

気づかない変革なのです。 

つぎに、この変革を形あ

るものするために、思いを

強めること、思い続けるこ

とです。これもあまりに簡

単なので、誰もが軽視しま

すが、何もしなくとも、思

いを強めること、思い続け

ることは非常に重要なこと

です。 

思い続けることが出来た

ら、自然に心から思いが溢

れ出し、行動したいという

衝動になります。 

そして稚拙な一歩を踏み出

すのです。 

論理的でもない、計画性

も無い一歩でいいから、行

動するのです。ここまで来

たら、道のりの 8 割以上は

成功したのと同然です。 

どんなに行き詰まっても行

動し続けることです。 

しかし稚拙な一歩では、

絶対にうまく行きません。

まったく歯が立たない。壁

が途方も高く、大きく、

怯
ひ る

んでしまう。やればや

るほど無理と思えてしまう

が、トライし続けることで

す。 

トライし続けると、一つ一

つに解やノウハウが生まれ、

これを積み重ねて行くと、

どれだけ高い壁も乗り越え

られることになります。 

そして、壁を乗り越えた

ところで見える景色は、思

い描いていた景色とは違う

こともあります。 

それは、行動し続けている

間にも思い続けていたので、

その思いが、変化、昇華し

て見たい景色が変わって来

るのです。 

そのことを「人格が高まっ

た」と言います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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